
 

                            

 

 

                                            
                                                               

 

 

 

 

 

 

リハビリテーション科医師(平成３１年５月現在) 

責任者：主任診療科長・専門医・指導医 鈴木 禎 

総病床数：644，リハ科病床：0，診療科数：28 

理学療法士１８名，作業療法士 8 名，言語聴覚士７名 

 

研修病院としての特徴  
1. 県内有数の病床数 

当院は昭和 17 年に開院し、以後徐々に規模を拡大し、昭和 56 年に栃木県救命救急センターを受託、平成 8年に 644 床の急性期

病院として現在の地に移転しました。現在、県内においては大学病院を除けば最大規模の病院であり、リハビリテーションの主要

な対象である脳神経疾患や整形疾患を多数経験できる環境にあります。 

責任者からのコメント 

当院はリハビリテーション科の病床を持ち合わせておりませんが、各科からの依頼を受

けてリハビリテーション医療を提供しています。整形外科疾患の術前術後、脳卒中、各

種脳神経疾患の他、心疾患、入院中に生じた廃用症候群等に対して、多職種からなるチ

ーム医療により、患者様の機能向上、スムーズな在宅復帰、もしくは他医療施設への連

携をはかっていきます。 

済生会宇都宮病院 

住所：〒321-0974 栃木県宇都宮市竹林町 911-1 

TEL：028-626-5500 

HP：http:/www. saimiya.com/about/contact.html 

2．幅広い疾患の経験 

当院は救急医療と高度医療を中核事業としており、救命救急センター、地域がん診療連携拠点病院、地域医療支援病院、基幹災害

拠点病院、地域周産期母子医療センターなどの指定をうけており、、栃木県宇都宮市周辺の地域中核病院としての役割を果たして

います。こうした状況の中、リハビリテーションを受ける患者様の層は幅広く、上記疾患の他、がん、小児疾患、心疾患、各種外

傷等で入院されている患者様が多数いらっしゃいます。 

３．充実したチーム医療 

リハビリテーションは多職種からなるチーム医療であり、それぞれの職種が専門性を生かしながら連携をとっておりますが、その

他に当院においては総合的な良質な医療を提供するために、様々なチームが形成されております。その中で NST チーム、緩和ケ

アチーム、呼吸ケアチーム、糖尿病ケアチーム、せん妄・認知症ケアチームにおいてはリハビリテーション科が関わっており、院

内のチーム医療を幅広く体験できる環境にあります。 

最後に 

当院リハビリテーション科は医師、セラピスト、看護

師等の連携がよく、アットホームな雰囲気でリハビリ

テーション医療を行っています。 


